
日本学生支援機構 給付奨学生（受給中）の方 

【高等教育修学支援新制度による授業料減免継続申請要領】Ａ様式２ 

日本学生支援機構給付奨学金を申請し採用された場合、採用区分に応じて授業料が減免されます。授業料の

減免継続を申請する学生は，下記提出書類を必ず提出してください。 

提出書類 
●Ａ様式２「大学等における修学の支援に関する法律による授業料等
減免の対象者の認定の継続に関する申請書」を提出

●84 円切手（結果通知用）１枚
・窓口提出者：申請書提出時に封筒を配付します。８４円切手を持参ください。

・郵送提出者：各自で長形３号の封筒（縦 235 ㎜×横 120 ㎜）を１枚準備し、

封筒に学資負担者住所・学資負担者氏名・学生氏名・学生証番号 

を記入し、８４円切手を貼付して申請書提出時に同封してください。 

※マンション名・部屋番号まで記載してください。

（注意事項） 

１．給付奨学金に申し込んだうえで、家計基準及び学力基準等を満たさなかったため認定を受けることが

できなかった者は，同じ期間,高等教育修学支援新制度の授業料減免対象者としても認定を受けるこ

とはできません。 

２．日本学生支援機構給付奨学生で授業料減免を継続する学生は全員提出が必要です。 

３． 授業料の減免継続を希望する場合は年に２回（前期・後期）Ａ様式２を提出していただきます。 

後期分（８月～９月末）・翌年度前期分（２月～３月末）の提出が必要です。 

例１）前期に給付奨学金を新規申請しＡ様式１を提出し給付奨学生となった場合、後期はＡ様式２を提出。 

例２）現在給付奨学生（受給中）の場合は前期も後期もＡ様式２を提出。 

例３）給付奨学金が「休停止中」の方も家計基準の見直しにおいて区分が付き、給付奨学金が再開される

場合がありますのでＡ様式２を提出。 

４．申請書は，窓口または郵送で受付します。窓口提出の場合は，受付期間内に持参してください。郵送

提出の場合はレターパックライトで送付してください。 

＜郵送先＞ 城北地区  ＜窓口＞ 

〒７９０－８５７７  松山市文京町 3番    学生生活支援課（図書館１階西） 

愛媛大学 教育学生支援部学生生活支援課   医学部学務課 

学生生活支援チーム あて    農学部事務課 

品名に「Ａ様式２在中」と記入。 

郵便番号

学資負担者住所

学資負担者氏名 様

学生氏名  様

学生証番号
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申請にあたって、私は以下の事項を確認し、理解しています。

大学等における修学の支援に関する法律による
授業料減免の対象者の認定の継続に関する申請書

　　年　　月　　日

愛媛大学長　　殿

　私は貴学に対し、大学等における修学の支援に関する法律による授業料減免の対象者としての認定の継続を申請
します。

　この申請書の記載事項は事実と相違ありません。なお、申請書の記載事項に事実と相違があった場合、認定
を取り消され、減免を打ち切られることがあるとともに、在学する学校において減免を受けた金額の支払を求
められることがあることを承知しています。

　授業料等減免の対象者の認定手続きにおいて、独立行政法人日本学生支援機構（以下、「機構」という。）を通
じ、愛媛大学が機構の保有する私の給付奨学金に関する情報の送付を受けること及び機構が愛媛大学の保有
する私の授業料等減免等に関する情報の送付を受けることに同意します。

※以下のすべての項目を申請者本人が記入してください。（前期分４月現在，後期分１０月現在で記入。）

申
請
者

フリガナ

入学年月 　　　　年　　月入学
氏　名

生年月日
（西暦）　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日生
（　　　　歳）

通学区分 □自宅　　　□自宅外

現住所

〒　　　　　－

本人携帯電話（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

所属学部 学生証番号

学　年 昼間・夜間の別 　□昼（昼夜開講を含む）　□夜

日本学生支援機構の給付奨学金に関する情報

給付奨学金の奨学生番号 　　　　　　5               －　　０４　　－

　日本学生支援機構の給付奨学金を併せて受給すること。

　申請書に記載された内容及び提出された書類の情報は、授業料等減免の認定及び本学が実施する経済支援
のために利用します。また、今後の授業料等減免制度の検討のため、統計資料の作成に利用する場合がありま
すが、作成に際しては個人が特定できないように処理します。

Ａ様式２
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